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上越植物友の会
難・・蝉　　‘畷灘論．篶査殊轍灘隷粥ま鷺そ，：葺懇
　上越植物友の会は昭和50（1975）年に発会しましたが、そ　は、会員の研究的な報告やまとめ、植物に関するエッセイや

の設立趣意書の一節に、「上越のこの地の自然は美しく、そ　　体験記、海外の植物観察記、行事報告記、当年度行事予定、

してそこに育つ植物は、他のいずれの土地よりも豊かである　会計（決算・予算）°など。なお「ろうたす」はハスの英名

と言ってもよいのではないでしょうか。このふるさとの自然　lotusで、高田城跡外堀のハスは、故大賀博士によって東洋一

を愛し、そこに生育する草や木に深い愛着の心をいだく、植　　と認められ、有名になったことに因んだものです。

物同好の士をもって、さらにその趣味を深め、学び、手をと　　現在会員数170名程（その約2／3は女性）。年会費1、

りあって、この上越の自然をいとおしみ、一層その緑を豊か　300円。初代会長平松義尚氏、二代目は矢野孝二氏、三代目

にしてゆきたいものと考えます」とあります。そして会則に　の現会長は高橋節也氏、副会長は設立以来、丸山吉夫氏と渡

は、「目的並びに事業」として、　　　　　　　　　　　　　辺弦氏、現事務局長は小川清隆氏。

　（1）植物一般についての会員の関心を高め、知識と技術の　　事務局は上越市大豆1743　小川清隆方。

（上越植物友の会　山本明　記）��

　（2）会員相互の親睦をはかり、その教養を深める。
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